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福
山
市
上
下
水
道
局
に
は
３
つ

の
事
業
が
あ
る
。
水
道
事
業
と
下
水

道
事
業
と
工
業
用
水
道
事
業
だ
。
そ

れ
ぞ
れ
別
会
計
で
あ
り
、
水
道
事
業

は
４
０
０
億
円
、
下
水
道
事
業
は
１

０
０
０
億
円
を
超
え
る
事
業
債
（
借

金
）
を
抱
え
て
い
る
。
今
後
は
老
朽

管
の
更
新
等
に
多
額
の
費
用
が
見

込
ま
れ
る
う
え
に
人
口
減
少
社
会

も
到
来
し
、
経
営
状
況
は
非
常
に
厳

し
い
。
特
に
下
水
道
は
一
般
会
計
か

ら
赤
字
補
填
と
し
て
約
10
億
円
の

繰
入
金
が
無
い
と
や
っ
て
い
け
ず
、

や
む
を
得
ず
来
年
度
か
ら
16
・
６
％

の
使
用
料
値
上
げ
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
工
業
用
水
道
は
平
成

25
年
度
の
単
年
度
黒
字
が
５
億
円

を
超
え
、
事
業
債
は
33
億
円
あ
る
が

内
部
留
保
資
金
は
44
億
円
も
あ
り
、

実
質
的
な
無
借
金
経
営
で
あ
る
。
私

は
こ
の
良
い
時
に
こ
そ
将
来
に
向

け
た
投
資
を
す
る
べ
き
と
提
案
し

て
い
る
。
実
は
工
業
用
水
道
の
配
水

は
①
中
津
原
系
と
②
河
口
堰
系
の

２
系
統
に
分
か
れ
て
い
る
。
中
津
原

か
ら
は
１
日
約
18
万
ト
ン
の

工
業
用
水
を
配
水
し
て
売
上
げ

は
20
億
円
、
経
費
は
11
億
円
、

差
引
き
９
億
円
の
黒
字
だ
。
対

し
て
河
口
堰
か
ら
は
わ
ず
か
５

万
ト
ン
を
配
水
し
て
売
上
げ
は

７
億
円
、
経
費
は
11
億
円
、
差

引
き
４
億
円
の
赤
字
で
あ
る
。

中
津
原
と
河
口
堰
を
合
算
し
て
５

億
円
の
黒
字
と
い
う
わ
け
だ
。
こ
の

収
支
状
況
は
私
が
上
下
水
道
局
に

資
料
要
求
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
独

自
に
分
析
し
た
も
の
だ
が
、
民
間
の

企
業
経
営
者
な
ら
迷
わ
ず
中
津
原

か
ら
全
量
配
水
を
考
え
る
こ
と
と

思
う
。
さ
ら
に
河
口
堰
は
耐
震
補
強

工
事
の
必
要
性
も
あ
り
、
水
道
と
同

様
に
将
来
的
に
老
朽
管
の
更
新
に

多
額
の
資
金
が
必
要
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

完
成
か
ら
40
年
経
過
し
た
河
口

堰
も
そ
ろ
そ
ろ
運
用
を
見
直
す
時

期
が
来
た
の
で
は
な
い
か
。
私
は
ま

ず
耐
震
補
強
工
事
に
合
わ
せ
て
、
よ

り
環
境
に
配
慮
し
た
ゲ
ー
ト
に
改

修
す
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
お
手

本
は
４
種
類
の
魚
道
を
整
備
し
、
上

下
に
可
動
す
る
ゲ
ー
ト
を
持
つ
長

良
川
河
口
堰
だ
。
さ
ら
に
中
津
原
か

ら
１
日
20
万
ト
ン
配
水
可
能
に
改

修
し
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
に
も
よ
り
節
水
を
依

頼
し
て
、
そ
の
分
工
業
用
水
の
単
価

を
下
げ
る
の
も
一
案
。
河
口
堰
は
塩

害
防
止
と
渇
水
期
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
と
し
て
の
み
、
そ
の
機
能
を
発
揮

す
れ
ば
良
い
。

大
赤
字
の
芦
田
川
河
口
堰

大田ゆうすけ
（福山市議会議員）
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